
'が媒質n中では波長入が
短くなる｡ 入→で→入
屈折の法則より

収 入 = n でA~F-H-VTB.in'=か
？

となっている。 に、また
dの区間に入がいくつあるか数えると
一）個⇒it⇒で一個

d以外の区間に入がいくつあるか数-文えると

あわせて
す"いいえ
で +、！ = # ，

※区間dを光路長に直すと
ndとな？

""

だ一連た部分

A→Bまでの光路長は
- ⅓( l - d ) t n d 、_なっ1で合計（l-ここに波長業がいくつあるか

数えると

とと！
このように考えることもできる。

慈路長さなんとなくかをえに戻しいてんメ-ジ-_-



A 続 き とがジの？
（2）媒質中は速度が遅くなる

屈折の法則より
T一一 |
一!古I X C = n × び

。・。 びーーーん ｛-11--3
dの区間を通過するのにかかる時間は

rd⇒ len ⇒ d e s
d以外の区間を通過するのにかかる時間は
と-1[s］

あわせて
d+9-1と一一"たい

※ A-Bの区間を光路長に直すと、（1）の、必と同様に

( e - d ) + n d

この長さを光速くで通過するのにかかる時間は

無
光路長に直したら、真空中の動きと同等に
扱ってよくなるのだ。


